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報 告 書

軽井沢22世紀風土フォーラム [住民参加型 プロジェクト]

宮 内　順地域コーディネーター
元東海大学経営学部教授

本プロジェクトで開催した、
軽井沢の課題や将来像について住民の皆さんと考えるワークショップイベント（11月・1月開催）と、

別荘利用者の皆さんとの意見交換会（2月開催）で出された意見をまとめ、報告します。

みんなで軽井沢の未来のことを考える
ワークショップ
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第 1 回 ワークショップ総括

●ワークショップのための問題提起
①上質なリゾート空間としての「軽井沢」

(1)軽井沢の現状
3タイプの滞在者　常在者/長期滞在者/短期滞在者
産業構造では第3次産業が圧倒的、中でも観光関連

(2)軽井沢のアイデンティティ
日本を代表する高原保養都市/外国人居留者の別荘地としての歴史
独特の自然景観/生態系/歴史環境を保持

(3)軽井沢の将来
高原保養都市という位置づけ/国際的な会議都市の機能も期待
東京に一極集中している首都機能の移設への働きかけ

②軽井沢の変質と課題
　(1) 両刃の剣

日帰り観光客・近隣国からの激安ツアーの増加
新幹線・高速道路の開通、大衆化するゴルフ・テニス

(2) 当面の課題
短期観光客の増加による環境への影響 ( 交通混雑 / 自然景観へのダメージ / 観光開発 )
地元住民が主導する地域経営 / 増加すると予測される外国人旅行者への対応

●テーマ 1　軽井沢の課題は何か
①環境問題

 　軽井沢の最大の特徴が豊かな自然環境であり、自然環境の保全や森林の整備、開発と環
境保全の折り合いが課題となっている。

②別荘　
 　軽井沢は高級別荘で知られているが、上質なリゾートの維持や別荘の維持管理、さらに
別荘住民、観光客、常在者の交流が取り上げられた。

③少子高齢化
 　少子高齢化は、軽井沢でも深刻な課題となっており、教育環境の充実など若者対策とと
もに、シニアの活躍する場作りの必要性が問われている。

④交通機関
 　新幹線や高速道路など大都市からのアクセスが便利になっている半面、域内の二次交通
の不便さが指摘され、とくに交通弱者への対応を求める声が多い。

■ 日　　時：2017年11月17日（金） 19:00〜21:00
■ 参加人数：25名
■ テ ー マ：「軽井沢の課題は何か」
　　　　 　  「軽井沢ブランドは何か」



⑤観光
　年間 800 万人の観光客を迎えているが、観光地の整備が必要とされる一方で、急増して
いる外国人旅行者との関わり方については、意見が分かれたようだ。

⑥その他
　住民と行政の壁があるといった声や、病院の健全化を望む意見が聞かれた。

●テーマ 2　軽井沢ブランドとは何か
①自然・歴史環境

　自然の豊かさや美しい景観、歴史・文化・街道が評価され、木の伐採の制限や緑地の確
保など、「厳しい規制」と「高い敷居」により環境が守られていることが指摘された。

②別荘文化
　軽井沢は、夢のある別荘地であり、住民から宣教師の開いた文化・教会や保養地として
の歴史が他の別荘地との差別化につながっていると認識されている。

③洗練された町
　軽井沢のもつ上質感や、文化度の高さが、知的な生活空間を形作っており、そのベース
に、大衆化しないことやほどよい都市感がある。

④高原都市
　軽井沢は、静かさ、涼しさに恵まれ、緑豊かで住みやすく、とくに避暑地としての評価
が高い。大都市にも近い高原都市であり、空気がおいしいといった声も聞かれる。

⑤開発との調和
　軽井沢では自然と共存するリーズナブルな開発が求められ、整備された自然や、さびれ
ているのではない静かさが魅力だが、その一方で自然が減っているという意見もある。

⑥その他
　最高級のおもてなし、多様性、アクセスの良さが軽井沢の特色としてあげられた。
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第 2 回 ワークショップ総括

●テーマ 3　軽井沢の未来とは何か　
①人と自然との調和

　軽井沢の未来は、森の中の町というイメージであり、景観の美しい保養地として、人と
自然が調和する持続可能な循環型リゾートを志向。

②多様性のある町
　軽井沢には多様な地域があり、そこに多様な人々の能力が発揮できる場や、人と人の交
流の場がある。さまざまなバックグラウンドの方が集まり語りあい、支えあえる町。

③観光客に憧れの町
　年間 800 万人の観光客が訪れる軽井沢は、非日常を楽しんでもらえる観光客にやさし
い町。そのために他の観光地との差別化や、夜の時間を過ごせる場所づくり、新しい情報
の発信地が必要とされる。

④高級感の維持
　軽井沢は、ブランド力が強いことが特色だが、高級感を維持するため、規制を厳しくす
ることやある程度ハードルを高くすることが大切。

⑤教育・医療の充実
　トップクォリティの教育・医療により、持続可能なクォリティオブライフを実現すると
ともに、文化施設・スポーツ施設を活かし、教育の充実やスポーツの振興を図ることが問
われている。

●テーマ 4　未来のためになすべきことは何か
①環境保全と開発のバランス

　未来のためになすべきことは、環境保全と開発のバランスをとることであり、生態系（生
物多様性）を維持し、自然環境を保護するための規制が求められる。

②少子高齢化への対策
　軽井沢も少子高齢化が進行しており、シニアの健康不安を解消するため医療機関の改善、
病院の充実が必要。また、子供たちが安心して遊べるところを作り、トップクォリティの
教育を実践することが重要である。

③人と人の交流の推進
　軽井沢の魅力がコミュニティ。交流推進のための情報のプラットフォーム整備やスポー
ツ交流の促進がコミュニティを支える力になる。また、歩いて楽しめる町、観光の町とし
て、住民と観光客の交流を拡大する。

④住民の意識の向上
　軽井沢の未来をつくる主体は住民の活動。住民による地域活動への取り組みや、まちづ
くりに関われる場づくりが、これからの軽井沢には大切な役割を果たす。

■ 日　　時：2018年1月18日（木） 19:00〜21:00
■ 参加人数：25名
■ テ ー マ：「軽井沢の未来とは何か」
　　　　 　  「軽井沢の未来にいまなすべきことは何か」
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軽井沢の未来についての「SWOT分析」
強み　Strength 機会　Opportunity

拡大する国際交流
避暑地としての人気
大都市からのアクセス
広域連携の可能性
テレワークの拡大

美しい自然景観
保養地としての歴史
上質な生活空間
軽井沢ブランド
地域コミュニティ

弱み　Weakness 脅威　Threat

観光の大衆化
オーバーツーリズム
環境破壊・乱開発

別荘の放置（空家の増加）
リゾートの衰退

少子高齢化
若者対策

二次交通の不足
道路の渋滞

コンテンツが少ない

⑤別荘地としての魅力アップ
　高級な別荘地としての軽井沢というブランドを高めるために、別荘住民のコミュニティ
を拡充し、品格あるリゾートとして、ハイソサエティのイメージを維持することが肝要。
そのためにある程度のハードルを設ける必要がある。
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関東圏別荘所有者意見交換会

< 意見交換会要旨 >
●軽井沢には 800 万人の観光客

・来訪者の平準化（季節変動が激しく、地元経済に悪影響）が必要。
・量ではなく質を追うことが必要で、注目しているのが、働きながら別荘ライフを楽しむ

テレワークの導入。
・軽井沢をゲートウェイとした広域観光連携（軽井沢から広域長野県へのツーリズムの誘

致）の可能性が大きい。

●軽井沢はリゾートだがコンテンツに弱い
・スノーリゾートとしては二流三流で、冬場は苦しい。
・冬のインフラが弱く、道路に雪が積もると雪かきもできない（少子高齢化にも関わる問題）。
・人と人の出会いが軽井沢の魅力で、別荘を持っている人との付き合いから、新しい事業

も始まった。
・人と人の出会いをどう支援するかが、町の課題になる。

●アクティビティコンテンツの不足を実感
・軽井沢に住んで感じるのは、やることがない。アウトレットやゴルフ場はあるが、それ

以外ない。外国人は草津の湯畑に連れて行くと喜ぶ。
・町は住んでいる人のものであり、軽井沢に住み、町を作っていく住民が増える以外に将

来はないのではないか。

●軽井沢をハブとして楽しむ発想
・軽井沢自体にはコンテンツは少ないが、例えばスキー場は 1 時間いけば 20 ぐらいあり、

大軽井沢として見るともっと可能性がある。
・1 泊 2 日で軽井沢にコンテンツ作りをして、観光客を呼び込みのではなく、1 週間定住

するところを作りながら、滞在を楽しむようにした方がよい。
・軽井沢にはキラーコンテンツがないが、広域で捉えれば長野にはコンテンツは豊富。軽

井沢を長野県のゲートウェイとして位置づけることによって、広域長野県に観光客を誘
致できる。

●軽井沢はユニークな別荘建築の宝庫
・軽井沢には多くの別荘建築があり、ニュヨークタイムズでも「へんてこな建物」がいっ

ぱいあるという記事になった。
・少子高齢化で別荘が荒れていく時に、別荘族と観光客の共生を考えることも必要。優れ

た建物を長期滞在者向けに貸別荘にするというのもアイデアだ。

■ 日　　時：2018年2月7日（水） 19:00〜20:30
■ 参加人数：11名
■ テ ー マ：軽井沢の「課題」「ブランド」「未来」「未来に向けて」　　　　 　  
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●長期滞在を可能にする受入体制
・ロングステイではマレーシアが一番人気。ロングステイしている人同士のコミュニティ

がある。軽井沢もコミュニティがあるのが強み。
・ニセコでは貸別荘の文化がしっかりしている、軽井沢のイメージである高級リゾートと

しての滞在型にあうような貸別荘があるかが問題。
・長期滞在には食は重要なコンテンツ。長野は食の宝庫であり、ワインや料理、レストラ

ンや食材などがいろいろあるので、そのあたりをもっとアピールする。

●テレワークが新たな可能性を開く
・軽井沢には夏場にはたくさんの人が訪れるが、軽井沢で生活するという感覚はなく、日

帰りで帰ってしまう。軽井沢の良さは滞在してはじめて理解できる。
・テレワークという考え方があるが、滞在しながら仕事をするライフスタイルがあれば、

軽井沢に滞在するというトレンドをつくるきっかけになる。

●ホテル運営の立場からは軽井沢は恵まれている
・冬期もインバウンドが来るようになって、それなりにスキー客も来る。
・ショッピングのコンテンツがあり、夏場は避暑地で国内客が訪れる。
・年に 1 月しかピークのないところが多いが、軽井沢はシーズンが長い。
・観光で経済を活性化するには人材が圧倒的に不足している。
・軽井沢に住みたい人を増やすには、病院や学校などの生活環境の整備が必要。

●オーバーツーリズムへの対策が必要
・有名観光地では、観光客の集中が社会問題になっている。軽井沢でも夏場の週末は渋滞

で車が動かない。
・インバウンド 4000 万人時代になると、オーバーツーリズムの問題がさらに大きくなる。
・軽井沢の良さを生かしつつ、新しいものをどう受け入れるか。
・環境問題に興味があり、自然を守りたいという思いが強くなった。昔と比べて変わったが、

新たに活性化していくといいと考えている。

●裾野を広げていくプロジェクトを立ち上げる
・夏と冬の格差を解消することが難しい。地下や建物などの集客力をどうつけるか。
・海外の方が日本を訪れた場合、ソフトや AI の対応が遅れている。
・パークアンドライドを導入して、渋滞を緩和するのも有力である。

●インバウンドに対する方向性をどうするか
・インバウンドでは軽井沢に比べ、圧倒的にニセコが人気（圧倒的なスケール、英語のフ

レンドリーさ、スキー場の規模）。
・町の人からはインバウンドはあまり望まれてはいないのかもしれないが、町の活性化で

は、インバウンドがもっとも簡単な解決方法。
・外国人旅行者を受け入れるには、言葉のインフラが重要課題。
・今までの軽井沢のようにクローズドコミュニティでやっていきたいとすると、町のイン

フラをどう維持するか、誰がお金を落としてくれるのかが問題。インバウンドで町の予
算も増え、道路も整備されるのはよいことだ。

・アジア系は滞在日数が短く、日帰りが多い。インバウンド全体では欧米は 1 割だが、ニ
セコでは 6 割になる。インバウンドを考えるとき、今の傾向を助長しないためにも、対
象をセグメントする必要がある。



全ワークショップの総括と展望
< ワークショップへの所感 >

●地域づくりに対する熱意
・いずれのワークショップでも、住民の地域づくりに対する熱意が非常に高く、また軽井

沢に誇りをもっていることが印象的。
・軽井沢との関わりによって、地域づくりの方向性に温度差も見られる。

●軽井沢ブランド
・上質な生活空間、高原リゾート、歴史のある別荘文化という点では共通認識ができあがっ

ている。
・現状を維持し、さらに発展させることへの期待とともに、一方で軽井沢ブランドを守る

ことへの危機意識も感じられた。

●観光への評価
・観光客の誘致については積極派、消極派と評価が分かれた。とくにインバウンドについ

ては、現状では方向性が見えにくい状況にある。
・保養地と観光地を地域で区別する声もあり、短期滞在者、とくに日帰り旅行者に対しては、

地域経済への寄与が少なく、生活環境への負の影響など厳しい意見もある。
・コンテンツの少なさが指摘されており、滞在型への移行、広域連携などの意見が出され

ている。
・着地型観光や長期滞在の拡大のため、地域経営の視点から DMO（デスティネーション・

マネジメント・オーガニゼーション）のような組織について検討することも有効である。

●将来への展望
・少子高齢化、景観の保護、インバウンドへの対応、上質な生活空間の維持、医療の充実

などの課題への対応が今後の課題。高齢者対策として、医療を取り上げた声も多く、現
状に対する厳しい評価もある。

・自然環境・生活環境の保全では、規制の必要性が強調され、ハードルを現在よりも高く
することも提案されている。

・軽井沢の優れた生活環境を活かし、働きながら暮らすテレワークなどの可能性が指摘さ
れた。
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